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芝
蘭
会
会
員
の
皆
さ
ま
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
１
５

年
は
近
年
ま
れ
に
み
る
寒
波

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
充
実
し

た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

私
こ
と
昨
年
９
月
で
４
年

間
に
わ
た
る
医
学
部
長
・
研

究
科
長
の
責
務
を
な
ん
と
か

務
め
終
え
、
上
本
教
授
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
芝
蘭

会
会
員
の
皆
さ
ま
の
力
強
い

ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
同
10
月

か
ら
は
、
京
都
大
学
理
事
・

副
学
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
幸

い
医
学
研
究
科
と
の
兼
担
を

お
認
め
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
大
学
本
部
の
仕
事
も
併

行
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
５
年
は
い

よ
い
よ
井
村
先
生
を
会
頭
と

す
る
日
本
医
学
会
総
会
の
年

で
す
。
４
月
11
日
〜
13
日
の

学
術
講
演
を
は
じ
め
、
学
術

展
示
、
公
開
展
示
、
医
学
史

展
な
ど
の
準
備
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
医
学
会
総
会
は
、
平
成
３

年
の
第
23
回
総
会
以
来
実
に

24
年
ぶ
り
の
京
都
で
の
開
催

で
あ
り
、
芝
蘭
会
と
し
て
も

そ
の
成
功
を
め
ざ
し
て
全
面

的
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
理
事
会
・
評
議
会
で

決
議
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
医

学
会
総
会
の
初
日
４
月
11

日
（
土
）
の
夕
方
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
お
い

て
芝
蘭
会
臨
時
総
会
を
催
す

運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
芝

蘭
会
で
は
全
国
の
各
支
部
総

会
を
始
め
学
年
ご
と
の
同
窓

会
や
各
種
ク
ラ
ブ
の
会
が
恒

常
的
に
開
か
れ
、
会
員
間
の

密
な
交
流
が
行
わ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
の
臨
時

総
会
は
地
域
や
学
年
の
垣
根

を
越
え
て
現
役
学
生
教
員
か

ら
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

医
学
会
総
会
と
芝
蘭
会
臨
時
大
総
会

会
員
、こ
ぞ
っ
て
参
加
を

【　概　要　】
メインテーマ

　医学と医療の革新を目指して
　　― 健康社会を共に生きるきずなの構築 ―

会　頭　
井村　裕夫（京都大学名誉教授、元京都大学総長）

会期・会場
１）学術講演　

4 月11日（土）～ 4 月13日（月）

事前参加登録受付中！ http://isoukai2015.jp/
事前登録デスク
TEL：03-6736-4369  FAX：03-5963-3277
E-mail：regi-desk@isoukai2015.jp
平日：10:00 ～ 17:00

第29回
日本医学会総会
2015 関西
いよいよ開催迫る！
芝蘭会会員の皆さまのご参加を心より
お待ち申し上げます。

新年あいさつ
芝蘭会会長

京大理事・副学長

湊  

長
博

大
先
輩
の
先
生
方
ま
で
芝
蘭

会
員
が
文
字
通
り
一
同
に
会

す
る
と
い
う
画
期
的
な
総
会

で
あ
り
、
芝
蘭
会
の
長
い
歴

史
の
中
で
も
お
そ
ら
く
初
め

て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在

担
当
理
事
の
相
馬
先
生
を
中

心
に
着
々
と
準
備
が
進
め
ら

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い

催
し
も
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
紀
を
は
さ
ん
で
同
じ

近
衛
の
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

で
学
び
、
議
論
し
、
遊
ん
だ

仲
間
た
ち
が
世
代
を
超
え
て

一
同
に
会
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
さ
ぞ
か
し
壮
観
で
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
す

で
に
か
な
り
の
参
加
登
録
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
千
人
の
目
標
に
は

届
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
芝

蘭
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
多

く
の
会
員
諸
兄
が
こ
ぞ
っ
て

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

ま
た
、
医
学
会
総
会
に

引
き
続
き
４
月
13
日
〜
14

日
に
は
京
大
医
学
部
主

催

のW
orld H

ealth 
Sum

m
it (W

H
S)

が

開

か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、M

8

連
合
（
京
大
医
学
部
、
ド

イ
ツ
のC

harite

大
、
米

国John's Hopkins

大
、
英

国
のIm

perial C
ollege 

London

大
な
ど
世
界
の
八

つ
の
主
要
医
系
大
学
連
合
）

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
世

界
の
名
だ
た
る
医
学
研
究
者

が
一
同
に
会
し
、
世
界
と
ア

ジ
ア
に
お
け
る
人
類
の
健
康

に
つ
い
て
議
論
す
る
オ
ー
プ

ン
な
国
際
会
議
で
す
。
こ
こ

で
は
、
人
口
問
題
、
新
興
感

染
症
、
高
齢
化
時
代
の
健
康

政
策
、
災
害
と
医
学
な
ど
現

代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
諸
問

題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま

す
。
本
邦
で
初
め
て
と
な
る

こ
のM

8 W
H

S

国
際
会
議

に
も
、
ぜ
ひ
と
も
有
為
の
会

員
諸
兄
の
参
加
を
期
待
し
ま

す
。

　

時
代
は
ま
す
ま
す
混
迷
の

度
を
深
め
つつ
あ
り
ま
す
が
、

本
年
も
芝
蘭
会
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
康
で
実
り
の
多
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
４

月
の
医
学
会
総
会
と
芝
蘭
会

臨
時
大
総
会
、

そ
し
てM

8 
W

H
S

国
際
会

議
へ
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を

心
か
ら
お
願
い

申
し
あ
げ
て
、

芝
蘭
会
会
長

と
し
て
の
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ

に
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。

参加申し込みはホームページから
　　　　　　　　　　　   先着（1000 名）
http://www.shirankai.or.jp/

　2015 年が明け、「第 29 回日本医学会総会 
2015 関西」開催に向けて、いよいよカウ
ントダウンに入りました。総務委員会では、
全国から上洛される同窓の皆さまをお迎え
するため、多方面にわたりなお綿密に準備
を続けております。
　京の玄関口、京都駅周辺では、学術講
演開催に先立つ 1 週間を「医総会 WEEK」
と銘打って、市民の皆さまに広く開かれた
医療・健康に関するセミナーをはじめ、楽
しいイベントなどを用意して、京都では実
に 24 年ぶりの開催となる医総会を盛り上
げます。
　また、この総会の会場である国立京都国際
会館（宝ヶ池）、みやこめっせ（岡崎）、京都
大学と京都駅の各拠点を結ぶシャトルバスの運
行や、美しい花の季節の京都を併せてお楽し
みいただくための観光ツアーの充実、ホテルの
確保など、さまざまな「おもてなし」をご用意

しております。
　総務委員会ではご参加の方々がより快適に会期中
お過しいただけるよう、さらにきめ細かく準備を進めて
参ります。芝蘭会の会員諸氏におかれましても、母
校京都大学を拠点に開催される医学会総会に、ぜひ
事前登録いただけますようにお願い申し上げます。

　昨年、団塊の世代が 65 歳を超えました。明
けて 2015 年、日本はいよいよ超高齢社会本番
を迎えます。まさにその年に本総会が開催され
ることは、大きな意義があります。
　今回の総会のプログラムは、今日のこう
した社会環境を背景とした 20 の重要な柱に
沿って討議を行うことといたしました。な
かでも増大する高齢者の医療ニーズに対し
て、限られた医療資源でどう立ち向かうか、
という課題は最も重いものです。そのため
に、未病のうちにその芽を摘む先制医療や、
効率的に医療資源を配分するための医療技
術評価など従来の発想を転換するようなテ
ーマ、一方では医療現場で求められてくる
在宅医療、チーム医療、リハビリ、終末期
医療など多くのテーマを、この課題解決の
ためにとりあげることになりました。
　さらに、進展著しい再生医療、目覚まし
く発展する基礎医学分野の企画をはじめ、
少子化の問題、心の問題、環境変化の問題、国際
化に伴う問題など、医学的にも社会的にも関心の
高い多彩なテーマがそろいました。また、新しい
試みとして学生による企画も用意しました。多く
の芝蘭会同窓の先生方のご参加を心よりお待ちし
ております。

第29回日本医学会総会 2015 関西

24
年
ぶ
り
の
京
都
開
催
を
縁
の
下
で
支
え
る

超
高
齢
社
会
本
番
を
迎
え
、
大
き
な
意
義

髙橋 良輔
プログラム委員長

上本 伸二
総務委員長

平成２６年度の受章者
秋 の 叙 勲
瑞宝中綬章

有 川　　勲 （昭 45 年卒）
　　　　　　　元元国立療養所星塚敬愛園長

国立京都国際会館、グランドプリンスホテル京都、
京都大学百周年時計台記念館

２）学術展示　
4 月10日（金）～ 4 月13日（月）
国立京都国際会館、京都市勧業館「みやこめっせ」

３）一般公開展示　
3 月28日（土）～ 4 月5日（日）
神戸国際展示場ほか

４）医学史展　
2 月11日（水・祝）～ 4 月12日（日）
京都大学総合博物館

5）医総会 WEEK　
4 月4日（土）～ 4 月12日（日）
京都劇場、メルパルク京都、その他京都駅周辺

【　学術講演「20 の柱」　】
　メインテーマに沿って、今日の社会が直面する20 の課題
について分野横断的な議論が行われます。詳細については、
ホームページ　（http://isoukai2015.jp/）の学術講演の欄
をご覧ください。

医　学
１）トランスレーション科学の振興
２）臨床研究の推進
３）先制医療（個の視点からの予防医学）
４）再生医療

５）リハビリテーションのこれから
６）環境変化と健康
７）サイエンスからみた心の問題・心の発達
８）基礎医学からの提案

医　療
９）日本の医療・介護制度を考える
10）医療技術の評価（ヘルステクノロジー
　　アセスメント）と医療資源の配分
11）医療とIT（情報技術）
12）周産期・小児医療の課題
13）在宅医療を含んだ慢性期医療
14）グローバルヘルス

きずな
15）効率的な医療人養成制度
16）死生学（終末医療、臓器移植、緩和医療）
17）学生企画
18）震災に学ぶ
19）チーム医療の新しい展開
20）移行医療 (transitional medicine）

　これらのセッションの他、約 40 の産業医向けセッショ
ンを計画しています。職場での健康や、疾患発症後の
リハビリなどのトピックについて議論される予定です。
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退
任
あ
い
さ
つ

新
任
あ
い
さ
つ

71回・2014（平成 26）年版

　　● 会 員 名 簿 ： A4 判、890 頁
　　● 会員頒布代 ： 一部 5,400 円（消費税を含む）
　　	  （但し、会費納入者に限る。 その他は 10,800 円）
　　● 送 料 ： 700 円

名簿作成にご協力いただき、ありがとうございました。
この度、平成26年12月に芝蘭会会員名簿を刊行いたしました。名簿作成
にあたり、会員の皆様から快く異動情報等をお寄せいただき感謝申し上げ
ます。会員名簿をご希望の方は、芝蘭会事務局（075-751-2713）までお
問い合わせ下さい。

芝蘭会会員名簿 刊行！

　

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外

科
学
の
伊
藤
壽
一
で
す
。
本

年
１
月
15
日
を
も
ち
ま
し
て

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
が
着
任
致
し
ま

し
た
の
は
２
０
０
０
年
の
初

め
で
、
ほ
ぼ
15
年
間
京
都
大

学
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
外
科
系
の
診
療
科
で
す

と
手
術
を
中
心
と
し
た
臨
床

を
充
実
さ
せ
る
の
が
第
一
の

使
命
で
す
が
、
特
に
京
都
大

学
で
は
そ
れ
に
加
え
て
充
実

し
た
基
礎
研
究
、
ま
た
若
い

医
師
の
教
育
に
重
点
を
置
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
就

任
当
初
は
特
に
後
者
２
点
、

そ
の
中
で
も
基
礎
研
究
に
関

し
て
耳
鼻
咽
喉
科
研
究
室
内

で
は
設
備
も
不
十
分
な
状
態

で
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
基

礎
の
研
究
室
の
方
々
に
は
大

学
院
生
の
研
究
指
導
な
ど
で

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
耳
鼻
咽
喉
科
内

で
の
研
究
体
制
も
整
い
、
特

に
内
耳
の
研
究
で
は
日
本
で

は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
教
室

に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
本
当
に
世
界
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
か
と
い
う

と
、
ま
だ
ま
だ
や
り
残
し
た

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
多
く
の
優
れ
た
基

礎
研
究
結
果
が
臨
床
に
結
び

付
く
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
課
題
は
後
進
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

臨
床
の
面
で
は
、
特
に
外

科
系
の
教
室
で
は
、
一
般
の

手
術
を
充
実
す
る
こ
と
は
重

要
で
す
が
、
少
し
で
も
将
来

を
見
越
し
た
新
規
の
も
の
を

開
発
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

観
点
か
ら
行
っ
て
き
ま
し

た
。
耳
鼻
咽
喉
科
研
究
室
の

中
に
は
手
術
実
習
室
と
い
う

設
備
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
学

内
だ
け
で
な
く
、
関
連
病
院

医
師
、
ま
た
時
に
は
公
開
で

国
内
外
の
多
く
の
若
手
医
師

が
集
ま
り
、
手
術
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
新
規

手
術
法
の
模
索
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
本
手
術
実
習

室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
日
本
で
は
勿
論
、
世

界
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
も
の

と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
15
年
間
を
振
り
返

り
、
特
に
京
都
大
学
だ
か
ら

こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
の
生
活
は
本
当
に
充

実
し
た
楽
し
い
毎
日
で
し

た
。
極
端
に
言
え
ば
毎
日
が

新
し
い
発
見
、
刺
激
で
、
ま

た
多
く
の
若
い
医
師
、
優
れ

た
研
究
者
た
ち
に
囲
ま
れ
て

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
で
き
る
と
い
う
毎

日
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
環
境
は
ど
こ
に
も
な
い
と

心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

私
は
１
月
か
ら
滋
賀
県
立

成
人
病
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長

と
し
て
赴
任
致
し
ま
す
が
、

そ
こ
で
は
聴
覚
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
う

も
の
を
立
ち
上
げ
、
従
来
通

り
の
手
術
者
と
し
て
、
ま
た

研
究
者
と
し
て
も
研
究
を
続

け
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
、
芝
蘭
会
の
諸

先
生
方
に
は
お
世
話
に
な
る

こ
と
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す

が
、
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご

鞭べ
ん
た
つ撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

15
年
間
、
充
実
し
た
楽
し
い
日
々

動
的
な
生
命
シ
ス
テ
ム
の
学
習
を

研
究
・
教
育
を
支
え
る
動
物
実
験
施
設

滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長 

　

伊
藤 

壽
一

神
経
・
細
胞
薬
理
学
教
授 

　

渡
邊 

直
樹

附
属
動
物
実
験
施
設
（
実
験
動
物
学
）
教
授 

　

浅
野 

雅
秀

　

平
成
26
年
７
月
１
日
付

で
、
医
学
研
究
科
神
経
・
細

胞
薬
理
学
（
薬
理
学
第
二
講

座
）
の
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
２
年
に
本
学
医

学
部
を
卒
業
し
た
後
、
京
大

病
院
、
大
阪
赤
十
字
病
院
に

て
内
科
研
修
、
診
療
に
携
わ

り
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
大

学
院
へ
進
学
。
所
属
す
る
内

科
学
第
二
講
座
の
中
尾
一
和

教
授
の
ご
高
配
に
よ
り
、
薬

理
学
教
室
に
出
向
き
、
成

宮
周
教
授
の
も
と
で
細
胞
内

情
報
伝
達
の
研
究
に
従
事

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
11
年
か
ら
３
年
間
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
医
学
部
のT

im
 

M
itchison

教
授
の
も
と
に

留
学
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

私
の
研
究
の
礎
と
な
っ
た
細

胞
内
分
子
を
１
分
子
ず
つ
可

視
化
す
る
蛍
光
単
分
子
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
を
編
み
出
す
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

細
胞
の
形
態
変
化
や
遊
走

は
、
発
生
、
免
疫
、
が
ん
の

浸
潤
な
ど
多
く
の
生
命
機
能

に
か
か
わ
り
ま
す
。
細
胞
の

中
で
は
、
数
百
～
数
万
の
タ
ン

パ
ク
質
が
動
的
に
組
み
上
が

り
、
細
胞
の
形
を
決
め
運
動

を
駆
動
し
ま
す
。
例
え
ば
、

細
胞
先
導
端
で
は
ア
ク
チ
ン

線
維
の
重
合
の
力
が
細
胞
膜

を
前
進
さ
せ
ま
す
。
同
時
に

ア
ク
チ
ン
線
維
は
細
胞
中
心

へ
向
か
っ
て
流
動
し
、
数
分
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
入
れ
か

わ
り
ま
す
。

　

留
学
中
、
こ
の
細
胞
構
造

の
動
画
を
撮
る
研
究
に
没
頭

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
蛍
光

標
識
し
た
ア
ク
チ
ン
分
子
を

ご
く
少
数
（
内
在
性
の
ア
ク

チ
ン
十
万
個
に
つ
き
一
つ
程

度
）
導
入
し
、
高
感
度
顕
微

鏡
で
撮
影
す
る
と
、
個
々
の

分
子
を
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
分
子
が
い
つ
ど
こ
で
ど

れ
く
ら
い
の
間
、
細
胞
構
造

に
組
み
込
ま
れ
る
か
を
計
測

す
る
こ
と
で
、
細
胞
内
で
の

生
化
学
解
析
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
ア
ク
チ
ン
線
維
の

先
端
に
つ
い
た
ま
ま
回
転
し
、

連
続
的
に
ア
ク
チ
ン
を
重
合

す
る
フ
ォ
ル
ミ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

機
能
な
ど
を
可
視
化
解
明
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

細
胞
内
構
造
が
形
状
を
変
え

る
よ
り
ず
っ
と
速
く
構
成
分

子
が
集
合
離
散
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
構
造
の
形
を
変
え

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
生
命
の
し
く
み
の
巧
妙

さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研

究
は
、
動
的
平
衡
を
扱
う
点

で
薬
理
学
に
通
ず
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
人
体
の
機
能

や
恒
常
性
に
つい
て
は
、
古
く

か
ら
薬
物
作
用
の
観
察
か
ら

多
く
の
こ
と
が
解
明
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
薬
は
そ
の
作
用

が
複
数
の
標
的
に
及
ぶ
こ
と

が
多
く
、
現
在
主
流
で
あ
る

遺
伝
子
と
フ
ェノ
タ
イ
プ
を
関

連
づ
け
る
手
法
に
比
べ
、
研

究
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
づ
ら
い

点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
薬

剤
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ

と
で
、
刻
々
と
変
化
す
る
生

体
反
応
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
が

捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
お

い
て
も
、
細
胞
内
で
は
ア
ク

チ
ン
線
維
の
崩
壊
か
ら
爆
発

的
な
線
維
再
生
が
起
き
る
こ

と
、
分
子
標
的
薬
と
し
て
有

名
な
イ
マ
チ
ニ
ブ
が
そ
の
標
的

A
bl

の
分
子
構
造
を
変
え
る

こ
と
な
ど
、
薬
と
分
子
可
視

化
の
組
合
せ
は
予
期
せ
ぬ
発

見
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

薬
剤
を
使
用
す
る
う
え
で

重
要
な
の
は
、
量
的
な
考
察

で
す
。
同
じ
薬
で
も
低
い
濃

度
と
高
い
濃
度
で
は
標
的
の

種
類
が
か
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
細
胞
、
生
体
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
、
薬
物
が
ど
の

よ
う
に
分
布
す
る
か
薬
物
動

態
学
を
理
解
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
多
数
の
薬
と
そ
の

標
的
の
組
合
せ
を
暗
記
す
る

こ
と
に
追
わ
れ
る
今
の
医
学

生
や
、
遺
伝
子
解
析
に
追
わ

れ
、
分
子
の
性
質
と
生
命
機

能
の
つ
な
が
り
を
や
や
も
す

れ
ば
デ
ジ
タ
ル
的
に
一
対
一

に
対
応
さ
せ
て
考
察
し
が
ち

で
あ
る
大
学
院
生
に
、
今
一

度
、
動
的
な
生
命
シ
ス
テ
ム

を
定
量
的
に
理
解
す
る
こ
と

の
面
白
さ
、
大
切
さ
を
薬
理

学
教
育
や
分
子
を
観
る
私
の

研
究
の
場
を
通
し
て
、
学
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
深

い
洞
察
を
も
っ
て
薬
の
作
用

や
副
作
用
を
考
察
で
き
る
、

医
療
や
研
究
の
場
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
を
育
て
て
参
る
所

　

平
成
26
年
12
月
１
日
付
で
、

医
学
研
究
科
附
属
動
物
実
験

施
設
／
実
験
動
物
学
分
野
の

教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
の

で
、
芝
蘭
会
会
員
の
先
生
方

に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
54
年
に
本
学

理
学
部
に
入
学
し
、
化
学
教

室
の
生
物
化
学
研
究
室
で
卒

業
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
大

学
院
は
本
学
理
学
研
究
科
に

進
学
し
、
ウ
イ
ル
ス
研
究
所

の
川
出
研
究
室
で
本
格
的
に

研
究
を
始
め
ま
し
た
。
川
出

研
究
室
で
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ

ン
の
研
究
を
行
って
お
り
、
分

子
生
物
学
や
細
胞
生
物
学
、

ウ
イ
ル
ス
学
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
ま
し
た
。
直
接
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
岩
倉
洋
一
郎
先

生
が
、
東
京
大
学
医
科
学
研

究
所
（
医
科
研
）
に
移
ら
れ

る
の
に
伴
い
、
博
士
２
年
に

な
る
時
に
私
も
医
科
研
に
移

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
芝
蘭
会
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な

に
と
ぞ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
ま
し
た
。
岩
倉
先
生
は
発

生
工
学
的
手
法
を
い
ち
早
く

取
り
入
れ
、
マ
ウ
ス
の
受
精
卵

の
核
にD

N
A

を
微
量
注
入

す
る
方
法
で
ト
ラ
ン
ス
ジェニッ

ク
マ
ウ
ス
の
作
製
を
行
い
ま
し

た
。
当
時
は
日
本
で
は
勝
木

先
生
と
山
村
先
生
ぐ
ら
い
し

か
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェニッ
ク
マ
ウ
ス

の
作
製
に
成
功
し
て
お
ら
ず
、

試
行
錯
誤
の
す
え
や
っ
と
目

的
の
マ
ウ
ス
の
作
製
に
成
功

し
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
生

体
内
で
の
機
能
を
解
析
し
て
、

博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
新
し
く
設
立

さ
れ
た
（
財
）
大
阪
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
（O

B
I

）
に
長
田
重
一
先
生
が
医
科
研

か
ら
部
長
で
移
ら
れ
る
際

に
、
特
別
研
究
員
（
ポ
ス
ド

ク
）
と
し
て
採
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
田
研
で

はG
-C

SF

の
発
現
制
御
の

研
究
を
行
い
ま
し
た
が
、
長

田
先
生
の
ラ
ボ
の
立
ち
上
げ

の
時
で
し
た
の
で
、
た
い
へ
ん

活
気
の
あ
る
３
年
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
プ

ラ
ン
ク
生
物
物
理
化
学
研
究

所
（Peter G

russ

教
授
）

に
留
学
し
て
発
生
生
物
学
の

勉
強
を
始
め
、Pax

遺
伝

子
群
の
解
析
とE

S

細
胞
を

用
い
た
遺
伝
子
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト

（K
O

）
の
手
法
を
修
得
し

ま
し
た
。
岩
倉
先
生
が
医
科

研
の
実
験
動
物
研
究
施
設
の

教
授
に
な
ら
れ
た
の
に
伴
い
、

平
成
５
年
に
助
手
と
し
て
医

科
研
に
戻
り
ま
し
た
。
岩
倉

研
で
は
遺
伝
子K

O

マ
ウ
ス

の
手
法
を
立
ち
上
げ
、K

O

マ
ウ
ス
を
作
製
す
る
こ
と
よ
り

IL-1

の
機
能
解
析
を
行
う
と

共
に
、
そ
の
後
の
私
の
主
要

な
研
究
テ
ー
マ
に
な
る
糖
転

移
酵
素
の
研
究
も
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
，
動
物

施
設
の
管
理
・
運
営
と
い
う

業
務
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
は
金
沢
大

学
医
学
部
附
属
動
物
実
験
施

設
に
教
授
と
し
て
赴
任
し
、

動
物
施
設
の
責
任
者
と
し
て

い
ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
時
に
自
身
の
研

究
室
を
立
ち
上
げ
て
、
ス
タ

ッ
フ
や
大
学
院
生
も
徐
々
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
医
科

研
の
時
に
始
め
た
糖
鎖
研
究

を
発
展
さ
せ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
形
成
す
る
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス

転
移
酵
素
のK

O

マ
ウ
ス
を

順
次
作
製
し
、
炎
症
反
応
や

IgA

腎
症
、
発
生
過
程
、
高

次
脳
機
能
な
ど
様
々
な
局
面

で
の
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
糖
鎖
の
役

割
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ス
ト
ン
修
飾
に
も
興

味
を
持
ち
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ク
ス
制
御
が
生
殖
細
胞
や
脳

機
能
に
果
た
す
役
割
も
解
明

し
つつ
あ
り
ま
す
。
一方
、
国

立
大
学
法
人
動
物
実
験
施
設

協
議
会
の
会
長
や
日
本
実
験

動
物
学
会
の
理
事
も
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
実
験
動
物

学
分
野
に
対
し
て
微
力
な
が

ら
貢
献
も
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
母
校
に
教
授

と
し
て
戻
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
た
いへ
ん
嬉
し
く
、
光
栄

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
世
界

最
先
端
の
研
究
を
推
進
す
る

医
学
研
究
科
の
研
究
・
教
育

を
支
え
る
動
物
実
験
施
設
と

し
て
そ
の
役
割
を
担
う
共
に
、

自
身
も
医
学
研
究
科
の
名
に

恥
じ
な
い
研
究
を
展
開
で
き

る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
芝
蘭
会
会
員
の
先
生

方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

訂正とおわび
平成 26 年 11 月25日に刊行いたしました「芝蘭会会員名簿　平成 26 年 71 回」におきまして、氏
名の一部に誤りがありました。会員ならびに関係者の皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしました。
謹んでおわび申し上げますとともに、下記のとおり訂正いたします。
よろしくお願い申し上げます。 芝蘭会 事務局

株式会社廣済堂

訂　　正
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事務局
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部学生会館内

Tel.075-761-2467
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med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

　

こ
の
た
び
は
、
京
都
大
学
医
学
部

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
賞
を
頂
き
、
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
京
都
大
学
医
学
部
教
育

研
究
支
援
基
金
（K

M
S-F

U
N

D

）

に
ご
寄
付
頂
い
た
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

論
文
作
成
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
斎
藤
通
紀
先

生
、
な
ら
び
に
機
能
微
細
形
態
学
分

野
の
皆
さ
ま
に
も
こ
の
場
を
借
り
て

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
受
賞
対
象
と
な
り
ま
し
た
論

文
は
、
生
殖
細
胞
系
譜
の
起
源
で
あ

る
、
始
原
生
殖
細
胞
の
運
命
決
定
機

構
に
関
す
る
も
の
で
す
。
生
殖
細
胞

は
、
次
世
代
に
遺
伝
情
報
を
伝
達
す

る
た
め
の
細
胞
で
す
が
、
哺
乳
類
の

始
原
生
殖
細
胞
は
、
他
の
体
細
胞
と

同
様
に
、着
床
後
胚
（
エ
ピ
ブ
ラ
ス
ト
）

の
細
胞
か
ら
誘
導
さ
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
始
原
生
殖
細
胞
は
、
一
個
体
を

形
成
し
う
る
潜
在
的
な
「
分
化
全
能

　

こ
の
た
び
はK

M
Y

IA

を
受
賞

さ
せ
て
頂
き
、
身
に
余
る
光
栄
と
深

く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

京
都
大
学
医
学
部
関
係
の
諸
先
生

方
、
そ
し
て
博
士
課
程
に
お
い
て
ご

指
導
頂
い
た
河
野
憲
二
先
生
、
小
川

正
先
生
を
は
じ
め
認
知
行
動
脳
科
学

分
野
の
関
係
者
の
方
々
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

受
賞
対
象
と
な
り
ま
し
た
論
文
の

内
容
は
、
脳
内
の
視
覚
情
報
処
理
に

お
い
て
不
要
な
情
報
を
排
除
す
る
た

め
に
必
要
な
神
経
機
構
に
関
す
る
も

の
で
す
。私
た
ち
の
日
常
環
境
で
は
、

目
か
ら
入
力
さ
れ
る
視
覚
信
号
に
多

く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

中
か
ら
必
要
な
情
報
の
み
を
選
択
的

に
抽
出
し
て
効
率
的
な
認
知
処
理
を

行
う
た
め
に
は
、
不
要
な
情
報
の
排

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
受
賞
者
の
言
葉

医学研究科機能微細形態学分野

中木　文雄
医学研究科認知行動脳科学分野（論文発表時）

西田　知史

視
覚
情
報
選
択
の
神
経
機
構
解
明
へ

性
」
を
発
生
過
程
で
獲
得
す
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
始
原
生
殖
細
胞
の

発
生
は
、
生
物
学
的
に
重
要
な
問
題

を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
従
来
は
詳
細

な
解
析
が
困
難
で
し
た
。
最
近
、
マ

ウ
ス
多
能
性
幹
細
胞
（E

S

ま
た
は

iPS

細
胞
）
か
ら
、
始
原
生
殖
細
胞

様
の
細
胞
を
誘
導
す
る
培
養
法
が
斎

藤
研
究
室
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
培
養
法
は
、
生
体
内
に
お
け
る
始

原
生
殖
細
胞
の
誘
導
を
培
養
皿
で
再

現
す
る
も
の
で
、
誘
導
に
はB

M
P4

と
い
う
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
必
須
で
す
。

　

本
論
文
で
は
、
こ
の
培
養
法
を
応

用
し
て
、
遺
伝
子
の
強
制
発
現
に
よっ

て
生
殖
細
胞
を
誘
導
す
る
こ
と
を
試

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、B

lim
p1

、

Prdm
14

、T
fap2c

と
い
う
３
種
類

の
遺
伝
子
（
転
写
因
子
）
を
エ
ピ
ブ

ラ
ス
ト
様
の
細
胞
に
強
制
発
現
さ
せ

る
と
、B

M
P4

に
依
存
せ
ず
、
始
原

生
殖
細
胞
様
の
細
胞
が
迅
速
に
誘
導

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
誘

導
し
た
細
胞
を
、
不
妊
の
マ
ウ
ス
新
生

除
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
私
は
そ
の

神
経
機
構
を
解
明
す
る
た
め
、
認
知

行
動
課
題
を
遂
行
中
の
動
物
に
お
い

て
後
頭
頂
皮
質
と
呼
ば
れ
る
脳
領
野

か
ら
神
経
発
火
活
動
の
記
録
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
課
題
遂
行
に
必

要
な
視
覚
情
報
に
対
す
る
発
火
活
動

の
促
進
と
同
時
に
、
不
要
な
視
覚
情

報
に
対
す
る
発
火
活
動
の
抑
制
が
生

じ
る
こ
と
を
観
測
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、こ
の
よ
う
な
促
進
と
抑
制
に
、

神
経
細
胞
間
で
生
じ
る
抑
制
性
の
相

互
作
用
が
重
要
な
寄
与
を
行
う
こ
と

を
示
し
、
視
覚
情
報
選
択
に
関
わ
る

神
経
機
構
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

脳
機
能
に
起
因
す
る
行
動
障
害
の

中
に
は
、
注
意
欠
如
・
多
動
症
の
よ

う
に
不
要
な
情
報
の
排
除
に
支
障
を

及
ぼ
す
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
障
害
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
、
な
ら
び
に
治
療
法
の
確
立

児
の
精
細
管
に
移
植
す
る
と
、
機
能

的
な
精
子
へ
と
分
化
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
の
３
遺
伝
子
が
生
殖
細
胞
の
運
命

決
定
を
統
御
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
研
究
で
確
立
し
た
誘
導

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
さ
ら
に
解
析
を

進
め
、
哺
乳
類
の
生
殖
細
胞
発
生
機

構
の
解
明
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
こ
れ
ら

の
研
究
か
ら
、
ヒ
ト
生
殖
細
胞
の
発

生
機
構
、
ひ
い
て
は
体
外
培
養
に
よ

る
ヒ
ト
生
殖
細
胞
の
誘
導
法
に
つ
い

て
、
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
、
今
後
も
本
研
究
を
発
展
さ

せ
る
べ
く
邁ま

い

進
し
て
い
く
所
存
で

す
。
今
後
も
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
に
は
改
め
ま
し
て
深
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
不
要
な
情

報
の
排
除
に
関
わ
る
神
経
機
構
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
近
年
、
工
業
製
品
な
ど
に

導
入
さ
れ
て
い
る
画
像
認
識
技
術

は
、
脳
が
行
う
視
覚
情
報
処
理
を
参

考
に
開
発
さ
れ
発
達
し
て
き
た
と
い

え
ま
す
。
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
脳

の
視
覚
情
報
処
理
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
技
術
の

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
今
後

も
脳
の
優
れ
た
視
覚
情
報
処
理
の
神

経
機
構
を
解
明
す
る
研
究
に
邁
進

し
、
臨
床
面
お
よ
び
工
学
面
で
の
応

用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
社
会
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
育

研
究
支
援
基
金
に
ご
寄
附
頂
い
た

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ

り
祈
念
致
し
ま
す
。

学
生
会
館 
大
切
に
利
用
を

温かい支援に感謝
KMS-FUND 発足 8 年

時計塔、卒業生遺族が寄贈

京
都
大
学
医
学
部
教
育

研
究
支
援
基
金
（K

M
S-

F
U

N
D

）は
平
成
19
年
３
月
、

京
都
大
学
医
学
部
生
、
院
生

の
教
育
お
よ
び
研
究
支
援
を

目
的
と
し
て
、
成
宮
周
名
誉

教
授
の
医
学
研
究
科
長
時
代

に
発
足
し
ま
し
た
。芝
蘭
会
、

校
友
会
、教
職
員
を
は
じ
め
、

そ
の
他
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
こ
と
し
８

年
を
迎
え
ま
す
。
ま
ず
、
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

K
M

S-F
U

N
D

は
、
当

時
老
朽
化
が
甚
だ
し
く
、
衛

生
面
、
耐
震
面
に
も
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
た
ク
ラ
ブ

ボ
ッ
ク
ス
（
部
室
）
を
置
く

学
生
集
会
所
の
建
て
替
え
を

最
初
の
事
業
目
標
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
22
年
寄

付
金
が
１
億
円
に
達
し
た
こ

と
を
機
に
建
設
が
始
ま
り
、

11
月
芝
蘭
会
館
本
館
の
西
側

に
京
都
大
学
医
学
部
学
生
会

館
と
し
て
立
派
に
竣
工
さ
れ

た
も
の
で
す
。
当
時
の
在
校

生
た
ち
は
自
分
た
ち
が
日
々

利
用
す
る
ク
ラ
ブ
の
部
室
が

一
日
も
早
く
新
し
く
な
る
こ

と
を
願
い
、
自
ら
ク
ラ
ブ
の

先
輩
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
へ

募
金
活
動
を
行
い
、
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
学
生
会
館
を

利
用
し
て
い
る
学
生
は
、
そ

の
完
成
後
、
平
成
23
年
以
降

に
本
学
に
入
学
し
て
き
た
学

生
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
学
生
会
館
は
入
学
当

時
か
ら
現
在
の
場
所
に
あ

り
、
自
習
室
と
し
て
、
ま
た

ク
ラ
ブ
の
部
室
と
し
て
当
然

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
覚
え
て
お
い
て
頂
き
た
い

も
の
で
す
。

　

学
生
会
館
の
中
庭
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
作
ら
れ
た
空
間
で
、交
流
、

会
話
、
討
論
、
情
報
交
換
、

そ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

空
間
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
央
に
あ
る
時
計

塔
と
ベ
ン
チ
は
、
平
成
14
年

４
月
、
志
高
く
、
京
都
大
学

医
学
部
に
入
学
さ
れ
、
６
年

間
熱
心
に
勉
学
に
励
ま
れ
、

多
く
の
友
と
共
に
充
実
し
た

学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
た

後
、
平
成
19
年
３
月
に
本
学

を
卒
業
さ
れ
た
片
山
智
子
さ

ん
の
ご
遺
族
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。
片
山
さ
ん
は
、
卒
業

後
、
結
婚
さ
れ
古
川
智
子
さ

ん
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
、
平
成
20
年
３

月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
ご

遺
族
か
ら
智
子
さ
ん
の
思
い

出
の
場
所
で
あ
る
京
都
大
学

医
学
部
へ
寄
贈
の
申
し
出
を

受
け
、
学
生
会
館
竣
工
に
合

わ
せ
て
、
時
計
塔
と
ベ
ン
チ

と
し
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

時
計
塔
に
は
ご
本
人
の
サ
イ

ン
で
「
あ
り
が
と
う
。
古
川

智
子
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー

ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
計
塔
は
学
生
会
館
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
若
い
後

輩
た
ち
を
日
々
見
守
り
な
が

ら
、
時
を
刻
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。

　

芝
蘭
会
員
の
皆
さ
ま
、
京

都
大
学
の
先
生
方
、
先
輩
た

ち
の
温
か
い
愛
情
を
心
に
、

学
生
の
皆
さ
ん
は
伝
統
の
バ

ト
ン
を
引
き
継
い
で
い
た
だ

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
何
よ

り
学
生
会
館
を
大
切
に
利
用

し
、
後
輩
た
ち
の
た
め
に
き

れ
い
に
遺
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ぜひ入会してください　校友会からのお願い
　京都大学医学部校友会は、会員が先生方、職員の皆様と連携
し学生を支援しています。また、会員と先生方との有意義な交流
の場でもあります。ぜひ未入会の皆さまのご参加をお待ち申し上げ
ております。
　手続き等につきましては校友会事務局までお問い合わせください。

TEL 075-753-4322　FAX 075-752-1528

　

平
成
26
年
９
月
20
日
に
開

催
さ
れ
た
第
７
回
校
友
会
総

会
に
於
い
て
、
第
３
回
京
都

大
学
医
学
部
校
友
会
賞
の
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
優

れ
た
実
績
を
残
し
学
業
と
両

立
さ
せ
て
い
る
医
学
部
公
認

団
体
を
励
ま
し
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
京
都
大

学
医
学
部
校
友
会
賞
」
を
創

設
し
、
こ
と
し
で
３
回
目
と

な
り
ま
す
。
２
０
１
４
年
度

の
校
友
会
賞
は
、
13
年
９
月

か
ら
14
年
８
月
ま
で
を
単
位

年
度
と
し
て
応
募
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

第
１
回
、
第
２
回
は
文
化

系･

体
育
系
各
１
団
体
に

贈
り
ま
し
た
が
、
医
学
部
公

認
団
体
の
登
録
数
を
考
慮
し

て
、
今
年
度
か
ら
は
文
化
系

１
団
体･

体
育
系
２
団
体
に

贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

校
友
会
内
の
生
活･

課
外

活
動
支
援
委
員
会
に
お
い
て

提
出
さ
れ
た
活
動
報
告
書
を

検
討
し
た
結
果
、
今
年
度
は

文
化
系
で
混
声
合
唱
団
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ー
ル
部
、
体
育
系

で
卓
球
部
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
計
３
団
体
に
授
与
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

混
声
合
唱
団
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ー
ル
部
は
、
創
部
の
原
点

と
な
っ
た
京
大
病
院
で
の
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
企
画

や
、
老
人
ホ
ー
ム
や
公
立
病

院
で
の
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
社
会
的
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
卓
球
部
は
、
秋

の
近
畿
大
会
で
は
団
体
戦
で

優
勝
、
春
の
近
畿
大
会
で
は

団
体
戦
準
優
勝
と
い
う
成
績

に
加
え
、
定
期
戦
や
交
流
戦

に
よ
り
関
西
・
東
海
・
北
陸

と
広
い
範
囲
で
他
大
学
と
の

交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
秋
・

春
の
近
畿
大
会
で
と
も
に
３

位
、
ま
た
昨
夏
の
西
日
本
医

科
学
生
総
合
体
育
大
会
で
は

44
校
中
４
位
と
い
う
優
れ
た

成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
実
績
を
評
価

し
て
、
こ
の
３
団
体
に
賞
状

及
び
支
援
金
各
５
万
円
を
贈

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
（
第
４
回
）

校
友
会
賞
の
募
集
は
６
月
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
出
願

要
項
等
は
各
団
体
へ
の
メ
ー

ル
や
学
内
掲
示
板
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。（
校

友
会　

生
活･

課
外
活
動

支
援
委
員
会
委
員
長　

川
上

文
子
）

メディカルコール、卓球、バレー各部

晴れの校友会賞表彰

校友会賞を受賞した各クラブの代表ら

寄贈者名と学生会館中庭の時計塔（左）。時計塔に取り付けられた
「ありがとう」のプレート

始
原
生
殖
細
胞
の
運
命
決
定
研
究
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本
書
は
老
年
医
学
講
座
二

代
目
教
授
（
昭
和
50
年
11
月

発
令
）、
神
経
内
科
学
講
座

初
代
教
授
（
昭
和
54
年
10
月

発
令
）
亀
山
正
邦
先
生
（
大

正
13
年~

平
成
23
年
）
の

追
悼
文
集
そ
の
他
で
あ
る
。

　

本
年
三
回
忌
、
京
大
教
授

就
任
40
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
同
門
会
よ
り
本
年
２

月
24
日
の
月
命
日
に
刊
行
さ

れ
た
。

　

本
書
が
や
や
異
色
な
の

は
、
追
悼
文
以
外
に
、
先
生

の
随
筆
集
『
臨
牀
偶
感
』（
平

成
17
年
12
月
刊
行　

70
編
収

載　

非
売
品
）
の
追
補
エ
ッ

セ
イ
合
計
30
編
、『
臨
牀
偶

感
』
へ
の
礼
状
と
主
た
る
業

績
集
を
含
め
た
こ
と
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

＊　

口
絵
写
真
類
（
第
一
高
等
学

校
時
代~

住
友
病
院
長
ま

で
）
24
葉
。
写
真
以
外
は
12

部
門
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
、
は
し
が
き
（
髙
橋
良

輔
）、
第
一
高
等
学
校
時
代

（
12
編
）、
東
大
医
学
部
時
代

（
12
編
）、
浴
風
会
病
院
時
代

（
14
編
）、
東
京
都
養
育
院
附

属
病
院
（
現
・
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
）
副
院

長
時
代
（
17
編
）、
京
大
教

授
時
代
（
27
編
）、
住
友
病

院
長
時
代
（
20
編
）、
神
経

内
科
同
門
会
会
員
（
44
編
）、

学
会
交
流
関
係
（
8
編
）、

そ
の
他
・
親
族
（
8
編
）、『
臨

牀
偶
感
』
補
遺
部
（
20
編
）、

葬
儀
弔
辞
（
松
澤
祐
次
・
髙

橋
良
輔
・
宇
髙
不
可
思
）
と

頌
詩
・
弔
詩
（
計
6
編
）、

学
歴
・
職
歴
一
覧
、
業
績
集

一
覧
・
そ
の
他
、
寄
稿
者
な

ど
略
歴
（
１
５
３
名
）、
本

文
注
解
（
２
９
５
項
目
）、

あ
と
が
き
（
中
村
重
信
）
か

ら
な
る
。

　

若
い
人
た
ち
の
た
め
に
、

寄
稿
者
の
履
歴
は
学
会
講
演

会
で
の
演
者
紹
介
程
度
に
ま

で
巻
末
に
紹
介
さ
れ
て
お
り

味
読
の
一
助
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
『
臨
牀
偶
感
』
へ

の
礼
状
執
筆
者
一
覧
（
教
授

以
上
で
１
１
８
名
）
を
参
照

す
る
だ
け
で
先
生
の
主
な
交

遊
関
係
が
偲
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
そ
れ

ぞ
れ
各
時
代
の
解
説
が
つ
い

て
お
り
、
部
外
者
に
も
理
解

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
恩
師

尼
子
富
士
郎
（
こ
れ
か
ら
君

は
他
人
よ
り
よ
い
仕
事
を
し

よ
う
な
ど
と
は
思
わ
な
い

で
、
学
問
自
体
を
目
標
に
進

む
ん
だ
ね
）や
冲
中
重
雄（
医

の
倫
理
な
き
医
学
の
進
歩
は

盲
目
的
で
あ
り
、
医
学
の
進

歩
な
き
医
の
倫
理
は
空
虚
で

あ
る
）
先
生
の
名
言
や
亀
山

先
生
31
歳
時
の
立
志
（
脳
の

病
気
と
の
闘
い
は
、
現
代
の

医
学
の
一
つ
の
崇
高
な
る
情

熱
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

な
ど
が
適
宜
引
用
さ
れ
て
お

り
、
追
悼
の
み
な
ら
ず
、
医

療
に
携
わ
る
人
を
鼓
舞
す
る

よ
う
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
は
未
来
志
向
が

伺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

タ
イ
ト
ル
は
先
生
の
髙
風

が
日
本
国
花
綵さ

い

列
島
三
千
里

を
い
ま
で
も
吹
い
て
い
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
が
、
同
名

の
頌

し
ょ
う

詩
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。

　

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
表
（
写

真
参
照
）
に
は
、
座
蒲
団

に
穴
が
開
き
、
畳
に
足
の

型
が
つ
く
ほ
ど
常
に
学
問
に

勤
し
ま
れ
た
先
生
に
相
応
し

い
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
イ

タ
リ
ア
画
家D

om
enico 

G
iuntalodi

の
絵
の
言
葉

で
、
当
時
の
流
行
語
で
も

あ
るA

nchora Inparo

（Still I am
 learning 

１
５
３
８
年
）
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
セ
ネ
カ
に
由
来
す

る
言
葉
と
い
う
。
Ａ
５
、
丸

背
上
製
本
、
５
８
８
頁
。

　

ご
希
望
の
方
は
神
経
内
科

同
門
会
事
務
局

（
電
話 

０
７
５
‐
７
５
１

‐
３
７
７
１
）
ま
で
。

　

編
集
者
・
岩
辻
賢
一
郎
・

宇
髙
不
可
思（
昭
和
52
年
卒
）

発
行
者
・
神
経
内
科
同
門
会

会
長
・
髙
橋
良
輔

（
紹
介
者
・
岩
辻
賢
一
郎
）

平成26年度芝蘭会費の金額改定についてのお願い
　会員各位におかれましては、日頃から芝蘭会の活動と運営に対してご支援と
ご協力をいただき厚く御礼を申し上げます。
　芝蘭会では、平成 27 年４月 11 日から３日間にわたって開催されます「第
29 回日本医学会総会 2015 関西」に呼応して、平成 27 年４月 11 日（土）に
1000 人の芝蘭会員が参集する臨時総会の開催を予定しています。この臨時総
会を開催するにつきまして、多額の費用が必要でございますので、その費用を
捻出するため、下記のとおり正会員の年会費を平成 26 年度に限り、5,000 円
から 7,000 円に改定することが、平成 26 年３月 15 日開催の臨時総会、評議
員会、理事会において承認されました。
　会員各位におかれましては、今回の会費値上げにご理解をいただくとともに、
今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

・「三井住友銀行」利用のご寄付
 310 人（法人を含む）
56,290,000 円

うち、50 万円以上のご寄付は 56 人（法人を含む）

・「ゆうちょ銀行」利用のご寄付
251 人 

5,967,000 円
うち、50 万円以上のご寄付は 2 人

「京都大学医学部記念講堂・
歴史資料館基金」募金の現状

平成 26 年 12 月 26 日（金）現在

計 561人（法人を含む）

62,257,000 円

芝蘭会費納入は自動振替で

　平成17年度より芝蘭会費の納入方法とし
て、「銀行口座等からの自動引き落とし」を
採用させていただいております。会費納入
のお手間が大幅に省かれ、また、会費の二
重払いの防止にもつながります。ぜひ、ご
利用いただきたくお願い申しあげます。

手続き等については、
芝蘭会事務局

（ＴＥＬ ０７５-７５１-２７１３）
までお問い合わせください。

書籍紹介

医
療
に
携
わ
る
人
を
鼓
舞

京
都
大
学
医
学
部
神
経
内
科
同
門
会
編
「
髙
風
萬
里
」

　

２
０
１
５
年
４
月
、
日

本
で
初
め
て
世
界
医
学
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
国
内
外
を
代
表
す
る

著
名
な
医
師
や
研
究
者
、

行
政
、
産
業
界
の
代
表
が

集
結
す
る
貴
重
な
機
会
で

す
。

　

エ
ボ
ラ
ウ
ィ
ル
ス
を
共

同
で
発
見
し
た
ピ
ー
タ
ー

・
ピ
オ
ッ
ト
大
学
院
長（
ロ

ン
ド
ン
大
）、
高
齢
社
会

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
森
雅
志
氏
（
富

山
市
長
）、
ス
ポ
ー
ツ
か

ら
健
康
増
進
を
目
指
す
室

伏
広
治
氏
（
ア
テ
ネ
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
な
ど
、

各
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
折

れ
な
い
力
を
医
療
に
‐
医

学
ア
カ
デ
ミ
ア
の
社
会
的

責
任
」
を
基
調
テ
ー
マ
と

し
て
議
論
し
ま
す
。

　

ま
た
、高
橋
政
代
氏（
理

研
）、山
海
嘉
之
教
授
（
筑

波
大
）
を
む
か
え
、
未
来

を
支
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
く
ほ
か
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
た
日
本
の
医
療
・
社

会
シ
ス
テ
ム
の
課
題
に
つ

い
て
議
論
す
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
、
魅
力
あ
る
企
画

で
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
参

加
登
録
は
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
受

付
中
。

今春 4 月 13 日・14 日、京都で日本初の世界医学サミット

　　　世界のトップリーダー、京都に集結京大主催 !
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支
部
だ
よ
り

琵
琶
湖
の
環
境
と
水
、
生
活
に
焦
点

最近の外科医の動向知る
平
成
26
年
10

月
４
日
（
土
）、 

伊
予
鉄
会
館
３
階
ア
イ
ビ
ス

ホ
ー
ル
に
て
芝
蘭
会
愛
媛
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
長
で
あ
る
門
田

和
紀
先
生
に
よ
る
支
部
長
報

告
か
ら
会
が
始
ま
り
、
支
部

報
の
補
足
の
報
告
や
第
29
回

日
本
医
学
会
総
会
の
案
内
等

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
愛
媛
大
学
名
誉
教

授
・
南
松
山
病
院
長
の
小
林

展
章
先
生
座
長
の
も
と
、
京

都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

長
・
肝
胆
膵
・
移
植
外
科
学

教
授
の
上
本
伸
二
先
生
が

「
医
学
研
究
科
・
医
学
部
の

現
況
」
な
ら
び
に
「
京
大
外

科
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

外
科
医
の
教
育
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
演
題
で
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
医
学
研
究
科
・
医
学
部

の
現
況
」
で
は
、
湊
長
博
先

生
が
京
都
大
学
理
事
・
副
学

長
と
し
て
執
行
部
入
り
さ

れ
、
10
月
１
日
よ
り
上
本
伸

二
先
生
が
医
学
研
究
科
長
・

医
学
部
長
に
就
任
さ
れ
る
な

ど
と
い
っ
た
運
営
体
制
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
臨
床
研
究
総
合

セ
ン
タ
ー
が
、
治
験
を
含
む

【
愛
媛
】

　
最
近
、
芝
蘭
会
員
の
方
々
へ
芝
蘭
会
員

ま
た
は
京
大
医
学
部
事
務
職
員
の
名
前
を

か
た
っ
て
、
個
人
情
報
（
住
所
、
電
話
番

号
等
）
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
問

い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

会
員
の
方
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
芝
蘭
会
と
は
全
く
関
係
が
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
芝
蘭
会
で
は
会
員
の
方
か
ら
住

所
変
更
等
の
ご
連
絡
が
な
い
限
り
、
事
務

局
か
ら
は
お
問
い
合
せ
は
い
た
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
ご
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

芝
蘭
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

芝蘭会 事務局
TEL:075-751-2713  FAX:075-752-4015

【 

ご 

注 

意 

】

臨
床
研
究
を
効
率
的
か
つ
円

滑
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

創
設
さ
れ
た
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
技
術
移
転
・
国
際

連
携
部
、
開
発
企
画
部
、
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
部
、
早
期

臨
床
試
験
部
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
推
進

部
、
治
験
管
理
部
が
あ
り
、

創
薬
な
ど
の
臨
床
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
カ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
の
話

も
あ
り
、
こ
こ
で
は
大
学
と

企
業
の
研
究
者
が
協
力
し
て

シ
ー
ズ
を
創
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
「
京
大
外
科
交
流
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
外
科
医
の
教
育

シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
ま
ず
、

最
近
の
外
科
医
の
動
向
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

外
科
医
の
人
数
は
、
一
時
期

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
診
療
報
酬
の
影
響
か
ら

か
最
近
は
増
加
傾
向
に
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

女
性
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
外
科
学
会
に
入
会
す

る
女
性
の
割
合
は
20
％
程
度

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
、
京
大
外
科
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
京
大
外
科
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
外
科
医
の
育

成
や
地
域
医
療
の
振
興
、
会

員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
の
支

援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
京

大
の
関
連
病
院
の
各
施
設
の

術
式
や
手
術
件
数
を
ま
と
め

て
公
開
し
た
り
、
京
都
肝
臓

外
科
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

手
術
の
ビ
デ
オ
の
公
開
と
そ

れ
に
つ
い
て
の
討
論
を
行
っ
た

り
、
後
期
研
修
医
の
た
め
に

春
の
進
路
相
談
会
を
行
っ
た

り
と
、
様
々
な
活
動
を
行
って

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
同
会
場
に

て
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
懇
親
会
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
、
先
生
方
は
わ

れ
わ
れ
学
生
に
も
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
大

先
輩
方
の
学
生
時
代
の
こ
と

や
、
医
療
の
現
状
な
ど
、
非

常
に
た
め
に
な
る
話
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
宴
も
た
け
な
わ
と
な

り
、
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
意

を
も
っ
て
、愛
媛
支
部
総
会
・

懇
親
会
の
報
告
を
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　

（
文
責
：
５
回
生　

鶴
田
将

史
）

平
成
26
年
10
月

18
日
（
土
）、

北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ

エ
に
て
、
芝
蘭
会
滋
賀
支
部

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
総

会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
京

都
大
学
医
学
研
究
科
お
よ
び

医
学
部
の
近
況
報
告
で
は
、

京
都
大
学
医
学
研
究
科
長
・

医
学
部
長
の
上
本
伸
二
教
授

が
、
医
学
部
の
現
在
や
教
育

の
現
状
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

医
学
部
の
近
況
報
告
の
後

に
は
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博

物
館
前
館
長
を
勤
め
ら
れ
た

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
川
那

辺
浩
哉
先
生
が
「
琵
琶
湖
の

面
白
さ
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
記
念
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
は
講
演
の
導
入
と

し
て
、
日
本
で
最
も
大
き
な

【
滋
賀
】

湖
は
何
か
？
と
い
う
問
い
を

投
げ
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
「
琵
琶

湖
が
最
も
大
き
い
」
と
即
答

し
ま
す
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
全

て
が
「
最
も
表
面
積
の
大
き

な
湖
は
何
か
」
と
い
う
問
い

に
変
換
し
て
答
え
た
も
の
で

す
。
し
か
し
同
じ
「
大
き

さ
」
で
も
表
面
積
だ
け
で
は

な
く
容
積
と
い
う
尺
度
も
存

在
し
、
湖
に
生
け
る
生
物
の

視
点
に
立
つ
と
こ
ち
ら
の
物

差
し
の
方
が
重
要
で
あ
る
と

い
え
る
の
で
す
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
問
い
の
答
え
は
琵
琶

湖
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
ら
な

い
の
で
す
が
、
こ
の
問
い
は

普
段
我
々
が
ど
れ
だ
け
湖
な

い
し
自
然
を
ヒ
ト
目
線
で
見

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し

た
。

　

講
演
は
続
い
て
、
琵
琶
湖

が
古
代
湖
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
話
題
に
移
り
ま
し

た
。
一
般
的
に
湖
は
、
河
川

か
ら
流
入
す
る
堆
積
物
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
た
め

に
、
数
千
年
か
ら
数
万
年
で

そ
の
寿
命
を
終
え
て
し
ま
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
10
万
年
を
超
え
る
寿
命

を
持
つ
湖
も
例
外
的
に
存
在

し
、
そ
れ
ら
を
古
代
湖
と
総

称
し
ま
す
。
湖
の
寿
命
に
関

し
て
述
べ
て
い
る
の
で
こ
の

定
義
は
「
地
理
的
な
意
味
で

の
古
代
湖
」と
言
え
ま
す
が
、

そ
れ
ら
は
「
生
物
的
」、
ま

た
は
「
文
明
的
」
に
も
古
代

湖
で
あ
る
場
合
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
琵
琶

湖
は
ビ
ワ
コ
オ
オ
ナ
マ
ズ
な

ど
の
固
有
種
が
生
息
し
て
い

る
ほ
か
、
古
く
か
ら
地
域
の

人
々
に
利
用
さ
れ
生
活
の
一

環
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
深
い

歴
史
を
持
っ
た
「
古
代
湖
」

と
呼
ぶ
に
値
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う

に
長
年
日
本

人
に
親
し
ま

れ
て
き
た
琵

琶
湖
に
も
、

現
在
さ
ま

ざ
ま
な
環
境

問
題
が
取
り

巻
い
て
い
ま

す
。
琵
琶
湖

の
水
は
関
西

中
で
広
く
浄

水
と
し
て
利

用
さ
れ
る
た

め
に
近
年
急

速
に
開
発
が

進
め
ら
れ
て

き
た
結
果
、

沿
岸
の
環
境
や
水
位
変
動
の

状
態
に
深
刻
な
問
題
が
生
じ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
古
代

湖
で
あ
る
琵
琶
湖
は
、
他
の

湖
の
何
十
倍
も
の
ス
パ
ン
で

そ
の
水
的
環
境
や
生
態
系
が

築
か
れ
て
き
た
た
め
に
、
一

度
そ
れ
を
崩
し
て
し
ま
う
と

修
復
に
も
か
な
り
の
期
間
を

要
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

先
生
は
、
今
後
私
た
ち
が

少
し
で
も
琵
琶
湖
の
環
境
を

改
善
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
ま
ず
は
水
を
「
ほ
し
い

だ
け
使
う
」
と
い
う
や
り
方

か
ら
「
自
然
か
ら
″
お
す
そ

わ
け″

を
も
ら
う
」
と
い
っ

た
考
え
方
に
根
本
的
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
代
か
ら
の
人
々
が
そ
う

し
て
き
た
よ
う
に
、
人
間
は

自
分
た
ち
の
住
め
る
と
こ
ろ

に
住
む
、
つ
ま
り
「
環
境
容

量
内
に
人
間
の
生
活
を
留
め

る
」
こ
と
が
最
終
的
な
課
題

に
な
っ
て
く
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
考
え
は
極
端
で
難

し
い
こ
と
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
自
然
の
築
い
て
き

た
歴
史
と
そ
れ
に
比
べ
た
人

間
の
小
さ
さ
を
考
え
る
と
、

そ
う
す
る
よ
り
他
に
道
は
な

い
の
で
は
と
い
う
よ
う
に
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
後
、
場
所
を

移
し
て
記
念
写
真
撮
影
が
行

わ
れ
、
続
い
て
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
は
学

生
で
あ
る
私
に
も
気
さ
く
に

話
し
て
く
だ
さ
り
、
学
生
時

代
の
思
い
出
話
や
現
在
と
昔

の
医
療
が
ど
の
よ
う
に
違
う

の
か
な
ど
と
い
っ
た
貴
重
な

話
を
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
め
ら
れ
、
皆
さ
ん
非

常
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
お
招

き
下
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
も
っ
て
滋
賀
支
部
総
会

の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
２
回
生　

朴
剛
史
）

思い出話にも花が咲いた滋賀県支部総会

平
成
26
年
11

月
１
日
（
土
）、

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中

島
屋
に
て
平
成
26
年
度
芝

蘭
会
静
岡
支
部
総
会
、
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
、
私
と
も
う
一
人
の
雑

誌
部
員
の
小
杉
君
で
、
電

車
に
揺
ら
れ
る
こ
と
数
時

間
、
静
岡
ま
で
取
材
に
行

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

静
岡
支
部
の
支
部
長
を

務
め
ら
れ
て
い
る
島
本
光

臣
先
生
に
よ
る
あ
い
さ
つ

【
静
岡
】

で
開
か
れ
ま
し
た
総
会
で

は
、
物
故
会
員
へ
の
黙
と

う
、
芝
蘭
会
総
会
・
理
事

会
・
評
議
会
の
役
員
選
出

な
ど
に
関
す
る
規
定
の
説

明
、
会
計
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
、
途
中W

indow
s 8

の
操
作
に
苦
し
め
ら
れ
進
行

を
妨
げ
ら
れ
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
島
本
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
静
岡
支

部
の
方
々
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
語
り
に
場
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
　

続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
講

演
で
は
「
第
１
１
４
回
日

本
外
科
学
会

定
期
学
術
集

会
を
主
催
し

て
」
と
い
う

演
題
で
京
都

大
学
大
学
院

医
学
研
究
科

肝
胆
膵
・
移

植
外
科
／
小

児
外
科
学
講

座
教
授
の
上

本
伸
二
先
生

に
話
し
て
い

た
だ
き
、
日

本
外
科
学
会

定
期
学
術
集

会
を
主
催
す

る
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
意
識
し
た
か
な
ど
を
中

心
に
、
上
本
先
生
が
問
題
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
に
関
す
る
多
く
の
貴

重
な
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
第
１
１
４
回
の
日

本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会

で
は
４
０
０
０
を
超
え
る
過

去
最
多
の
演
題
が
応
募
さ

れ
、上
級
演
題
の
ほ
か
に
も
、

地
域
医
療
関
連
セ
ッ
シ
ョ
ン

や
非
常
に
細
か
い
分
野
に
関

す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
や
若

手
医
師
の
育
成
、
女
性
外
科

医
の
労
働
環
境
と
キ
ャ
リ
ア

の
形
成
な
ど
の
特
別
企
画
に

特
に
力
が
入
れ
る
よ
う
に
し

た
そ
う
で
す
。
特
に
上
本
先

生
が
特
別
企
画
に
選
ば
れ
た

演
題
は
ど
れ
も
今
ま
で
の
集

会
で
非
常
に
大
切
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
い
つ
も
聞
く
人

の
少
な
い
ガ
ラ
ガ
ラ
の
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
を
大
変
残
念

に
思
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
特
別
企
画
の
時
間
に
は

他
の
演
題
を
何
も
入
れ
な
い

よ
う
に
徹
底
し
、
な
ん
と
か

人
々
の
関
心
を
集
め
よ
う
と

苦
心
な
さ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
１
日
目
の
山
中

伸
弥
教
授
の
講
演
が
特
に
人

気
を
集
め
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に

入
り
き
ら
ず
に
あ
ふ
れ
る
ほ

ど
多
く
の
参
加
者
を
集
め
、

大
盛
況
だ
っ
た
ほ
か
、
１
日

目
に
行
わ
れ
た
建
築
家
の
安

藤
忠
雄
さ
ん
に
よ
る
講
演
、

２
日
目
の
教
育
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
の
京
大
医
学
科
５
回
生
の

伊
藤
秀
一
さ
ん
に
よ
る
発
表

や
、
特
別
企
画
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

お
か
げ
で
学
術
集
会
は
大
成

功
に
終
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

講
演
の
後
は
同
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
先
生
が
ひ
っ
き

り
な
し
に
私
た
ち
に
話
し
に

来
て
く
だ
さ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
懇
親
会
で
一
部

の
先
生
方
か
ら
静
岡
の
宣
伝

を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
の
で

少
し
だ
け
。
静
岡
は
京
都
か

ら
は
遠
い
も
の
の
、
名
古
屋

か
ら
も
東
京
か
ら
も
近
く
、

近
く
に
は
魚
の
美
味
し
い
沼

津
や
焼
津
も
あ
り
、
遊
び
場

所
に
も
お
い
し
い
も
の
に
も

事
欠
き
ま
せ
ん
。
ま
た
病
院

の
規
模
も
非
常
に
大
き
く
内

科
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
特
に

外
科
で
は
京
大
の
大
先
輩
方

が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
実
習

先
と
し
て
遠
方
の
外
病
院
は

学
生
か
ら
と
か
く
嫌
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
静
岡
は
大
変
住

み
心
地
の
良
い
場
所
な
の
で

こ
れ
か
ら
臨
床
実
習
や
病
院

見
学
を
行
わ
れ
る
方
は
ぜ
ひ

静
岡
も
検
討
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
静
岡

支
部
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
４
回
生 

坂
本 

慧
）

「静岡のよさ」の話も出た静岡支部総会

和やかな愛媛支部総会

外
科
学
会
学
術
総
会

　
大
成
功
の
実
例
学
ぶ
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支
部
だ
よ
り

会 員 訃 報 謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

人 事 異 動

発令年月日 氏　名 異動内容

H26.10.31  花田　俊勝 辞職 メディカルイノベーションセンター TK 特定准教授より
大分大学医学部教授へ

H26.11.1  石黒　　洋 採用 京大病院外来がん診療部特定講師より
寄附講座（標的治療腫瘍学講座）特定准教授へ

H26.11.15 村山　敏典 辞任 臨床研究総合センター准教授より
金沢大学附属病院医療技術開発部教授へ

H26.12.1   浅野　雅秀 採用 金沢大学教授より
動物実験施設教授へ

H26.12.1 小谷　泰一 昇任 法医学講師より
同准教授へ

H26.12.1 尾野　　亘 昇任 循環器内科学講師より
同准教授へ

原 稿 募 集 　平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取り扱いに厳しい制約が課せ
られました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い合
わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752-4015）

●事務局から●

　芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場
であります。支部活動、クラス会、会員の著書の紹
介（自薦・他薦）及び医学・医療等に関するご意見
等を寄稿ください。なお、原稿の採用及び掲載時期
については、編集委員会で決めさせていただきます。

芝蘭会報 編集委員会
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発令年月日 氏　名 異動内容

H26.12.31 岡部　　寛 辞任 消化管外科学准教授より
大津市民病院外科部長へ

H27.1.1 平野　　滋 昇任 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講師より
同准教授へ

H27.1.1  静田　　聡 昇任 循環器内科助教より
同講師へ

H27.1.1 南　 　  学 昇任 臨床研究総合センター助教より
同講師へ

H27.1.15 伊藤　壽一 辞任 耳鼻咽喉科教授より
滋賀県立成人病センター研究所所長へ

学 会 や シ ン ポ ジ ウ ム へ の ご 出 席 は じ め、同 窓 会 な ど の お 集 ま り や、
京 都 観 光 の ご 宿 泊 に、芝 蘭 会 館 別 館［国 際 交 流 会 館］を ご 利 用 く だ さ い。

●宿泊室（全室洋室・禁煙）は、バス、トイレ、テレビ、冷蔵庫、インターネッ
トジャック付きです。
●芝蘭会会員（会費納付者）は宿泊利用料金を、1,000 円割引させていた
だきます。

●チェックインタイムは午後 3時、チェックアウトタイムは午前10時となって
おります。

●キャンセルについては、3日前より宿泊利用料金の半額を請求させていた
だきます。

山内　　周 昭和 9 年卒 平成 26 年 12 月 9 日 ご逝去

上原　欣治 昭和 18 年専卒 平成 26 年 12 月 30 日 ご逝去

鋤柄　喜平 昭和 20 年専卒 平成 25 年 9 月 12 日 ご逝去

鷲尾　滋夫 昭和 20 年専卒 平成 27 年 1 月 21 日 ご逝去

加藤　正之 昭和 22 年卒 平成 17 年 1 月 22 日 ご逝去

近藤　　茂 昭和 22 年卒 平成 26 年 10 月 8 日 ご逝去

白崎　重信 昭和 22 年卒 平成 26 年 9 月 24 日 ご逝去

森脇美都夫 昭和 22 年卒 平成 26 年 10 月 3 日 ご逝去

成田　　稔 昭和 23 年専卒 平成 26 年 9 月 28 日 ご逝去

山崎　俊一 昭和 25 年卒 平成 26 年 7 月 29 日 ご逝去

伊藤　義昭 昭和 25 年専卒 平成 26 年 10 月 2 日 ご逝去

二宮 聖耳 昭和 25 年専卒 平成 26 年 12 月 5 日 ご逝去

岸田　恭一 昭和 25 年薬卒 平成 19 年 8 月 9 日 ご逝去

川島　史郎 昭和 26 年卒 平成 26 年 11 月 19 日 ご逝去

清水　孝基 昭和 26 年卒 平成 26 年 9 月 29 日 ご逝去

宮崎　栄一 昭和 26 年卒 平成 26 年 ご逝去

杉浦　貞子 昭和 26 専卒 平成 26 年 9 月 24 日 ご逝去

木下　辰男 昭和 28 年卒 平成 26 年 12 月 14 日 ご逝去

高橋　　清 昭和 30 年卒 平成 26 年 9 月 11 日 ご逝去

岩橋　寛治 昭和 33 年卒 平成 26 年 7 月 31 日 ご逝去

大林　正彦 昭和 34 年卒 平成 26 年 7 月 20 日 ご逝去

佐々木嘉彦 昭和 34 年卒 平成 26 年 9 月 15 日 ご逝去

平野　彰一 昭和 34 年卒 平成 27 年 1 月 18 日 ご逝去

立石　恭子 昭和 35 年卒 平成 26 年 12 月 9 日 ご逝去

本田　裕宏 昭和 39 年卒 平成 26 年 9 月 13 日 ご逝去

真鍋　　溥 昭和 39 年卒 平成 26 年 9 月 28 日 ご逝去

利光　　敞 昭和 42 年卒 平成 26 年 9 月 30 日 ご逝去

上原　鳴夫 昭和 47 年卒 平成 26 年９月 ご逝去

大西　秀一 昭和 54 年卒 平成 24 年 ご逝去

愛波　秀男 昭和 59 年卒 平成 26 年 12 月 9 日 ご逝去

田縁　邦夫 教室会員　解剖１ 平成 26 年 12 月 4 日 ご逝去

河村彌須子 教室会員　内３ 平成 26 年 2 月 12 日 ご逝去

加藤　正臣 教室会員　整外 ご逝去

黒田　英樹 教室会員　産婦人科 ご逝去

平
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都
大
学
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部
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会
島
根
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か
れ
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ま
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生
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開
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辞
、
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川
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。

　

特
別
講
演
は
医
学
研
究
科

長
・
医
学
部
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で
あ
り
、
外

科
学
講
座
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る
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テ
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京
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。

　

先
生
の
講
演
は
大
学
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卒

業
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た
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の
教
育
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ス
テ
ム
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え
る
必
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が
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る
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年
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れ
て
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念
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①
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②

京
大
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③
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、
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作
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作
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。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
会
に
お
招
き
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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島
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少
人
数
な
が
ら
も
深
い
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流
の
あ
っ
た
島
根
支
部
総
会

卒後教育システム考える


